
北斗市　議会だより6

一 般 質 問
　
　

高
齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
方
の
増
加
へ
の

対
応
は
、
今
や
世
界
共
通
の
課
題
と
な
っ
て
い

る
中
、
世
界
で
最
も
速
い
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化

が
進
ん
で
き
た
日
本
は
公
的
介
護
保
険
制
度
の

下
、「
認
知
症
の
方
の
意
思
が
尊
重
さ
れ
、
で

き
る
限
り
住
み
慣
れ
た
地
域
の
よ
い
環
境
で
自

分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

を
実
現
す
る
」
と
い
う
目
的
で
、
２
０
１
５
年

１
月
に
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
、
２

０
１
７
年
７
月
に
は
、
数
値
目
標
の
更
新
や
施

策
を
効
果
的
に
実
行
す
る
た
め
の
改
定
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
と
な
る
２
０

２
５
年
に
向
け
て
厚
生
労
働
省
が
掲
げ
た
認
知

症
施
策
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
老
後
を
考
え
た
と
き
、
自
分
が

認
知
症
に
な
っ
た
ら
、
ま
た
家
族
が
認
知
症
に

な
っ
た
ら
な
ど
、
心
配
は
尽
き
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
伺
い
ま
す
。

⑴
当
市
に
お
け
る
認
知
症
の
実
態
を
、
年
代
別

の
認
知
度
な
ど
に
つ
い
て
分
か
っ
て
い
る
範
囲

で
お
伺
い
し
ま
す
。

⑵
認
知
症
予
防
と
取
り
組
み
の
現
状
に
つ
い
て

お
伺
い
し
ま
す
。

答
（
市
長
）
認
知
症
対
策
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
１
月
に
厚
生
労
働
省
が
策
定
し
た
認
知
症

施
策
推
進
総
合
戦
略
、
い
わ
ゆ
る
新
オ
レ
ン
ジ

プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
総
合
的
に
施
策
が
推
進
さ

れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
、
認
知
症
高
齢

者
の
増
加
に
対
し
、
体
制
の
強
化
や
認
知
症
へ

の
正
し
い
理
解
の
普
及
啓
発
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

⑴
市
で
把
握
し
て
い
る
デ
ー
タ
と
し
て
は
、
要

介
護
・
要
支
援
認
定
の
際
に
用
い
ら
れ
る
「
日

常
生
活
自
立
度
」
に
基
づ
く
実
績
と
な
り
ま
す

が
、
軽
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以

下
が
18
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
113
人
、
75

歳
以
上
が
756
人
で
合
計
887
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

中
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下

が
13
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
115
人
、
75
歳

以
上
が
947
人
で
合
計
１
千
75
人
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

重
度
に
当
た
る
方
は
、
40
歳
以
上
64
歳
以
下

が
５
人
、
65
歳
以
上
74
歳
以
下
が
40
人
、
75
歳

以
上
が
500
人
で
、
合
計
545
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑵
認
知
症
の
予
防
に
は
「
他
者
と
の
交
流
」
と

「
運
動
の
継
続
」
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
の

で
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
こ
の
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
き
、
身
近
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
こ
と

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
は
、「
元
気
ら

く
ら
く
教
室
」
の
よ
う
な
介
護
予
防
教
室
の
実

施
、
身
近
な
場
で
地
域
の
方
と
交
流
で
き
る
サ

ロ
ン
の
整
備
、「
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
」

等
の
介
護
予
防
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
充

実
等
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
取
り
組
み

に
も
力
を
入
れ
て
お
り
、
具
体
的
に
は
、
認
知

症
初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
認
知

症
の
疑
い
が
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
付
け
、 

「
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
」
と
の
連
携
に

よ
り
専
門
的
な
診
断
や
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
認
知
症
の
方
や
そ
の
家
族
を
温

か
く
見
守
り
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会

づ
く
り
を
目
標
に
、
認
知
症
へ
の
正
し
い
理
解

を
普
及
啓
発
す
る
「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成

講
座
」
や
、
介
護
者
の
精
神
的
な
負
担
の
軽
減

を
目
的
と
し
た
「
ほ
く
と
市
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
」（
通
称
「
す
み
れ
の
会
」
）
と
の
情

報
交
換
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
今
後
も
、
認
知
症
施
策
の
さ

ら
な
る
充
実
を
図
り
、
認
知
症
の
方
と
そ
の
家

族
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る

仕
組
み
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

問　

認
知
症
の
前
段
階
と
さ
れ
る
軽
度
認
知
障

害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
の
早
期
発
見
を
目
的
と
し
て
、

高
齢
者
が
自
宅
な
ど
か
ら
電
話
で
気
軽
に
実
施

で
き
る
認
知
機
能
テ
ス
ト
「
あ
た
ま
の
健
康
チ

ェ
ッ
ク
」
を
導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
市
で
は
広
報
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
を
使
っ
て
認
知
症
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス

ト
を
手
軽
に
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
電
話
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
今
後
、
他
市
の
取
り
組
み
状
況
等
を
確
認

し
研
究
し
て
ま
い
り
た
い
。

問　

医
療
・
介
護
連
携
支
援
セ
ン
タ
ー
の
具
体

的
な
内
容
を
伺
い
ま
す
。

答
（
保
健
福
祉
課
長
）
医
療
と
介
護
が
ス
ム
ー

ズ
に
連
携
で
き
る
よ
う
に
、
函
館
市
医
師
会
病

院
内
に
相
談
窓
口
を
設
置
し
た
り
、
病
院
と
介

護
事
業
所
が
共
通
様
式
を
使
用
し
た
り
す
る
な

ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

市　
長

質　
問

今
後
も
認
知
症
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
る
よ
う
努
め
た
い

認
知
症
高
齢
者
の
増
加
に
対
す
る

対
応
に
つ
い
て

仲
村
千
鶴
子
　
議
員
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